 絵や立体，工作に表す活動部会（下学年）　提案発表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴門市里浦小学校　　前　田　美　里
１　はじめに
本学級の児童は，素直で元気があり，ものづくりが大好きである。しかし，つくりたいものが思いつかなかったり，上手く表現できなかったりすると，教師を頼り自分で考えようとしなくなる児童もいる。そこで，想像を広げながら，自分でイメージしたものを自由に表現する楽しさを感じさせたいと思い本題材を設定した。本題材は，紙袋の中に広がる世界を想像し，表したいことを見つけ，身近な材料を基に，形や色を生かしながら，どのように表すかについて考えることを通して，思考力，判断力，表現力等を培う題材である。『ふくろの中には，何が・・・』という題材名には，紙袋を覗き込み，自分なりの想像を膨らませ，何もない紙袋の中に広がる世界を考えてつくる活動を通じて，子供たちの発想力を高めるねらいがある。したがって，児童につくりたい世界をどれだけイメージさせることができるかという点が大事になる。そこで，導入において，児童が１年生の道徳の学習時に親しんだキャラクター「あすかちゃん」を主人公にした紙芝居を用いて，物語の中に紙袋を登場させ，紙袋の中への興味がより一層湧くようにした。「あすかちゃんが見た袋の中の世界って・・・」あすかちゃんを通して想像力を広げさせたい。また，想像した世界を表現するための材料集めの時間も確保しつつ製作への意欲を高め，身近な材料の形や色などの感じを基に，袋の中に想像した世界をどのように表現するのかを考えさせたい。具体的な手立てとしては，次の６つの点に留意して取り組む。
1  児童が表したいことを見付けやすくなるように，導入時において紙芝居を用い，題材に物語性をもたせ，製作意欲を引き出す。
2 表現内容から表現材料を児童自身が考え探し集められるように，材料収集の期間を確保する。
3 多様な表し方ができるように，表し方の引き出しを増やす工夫をする。（児童同士の対話や互いの活動の様子を見やすくするための机や材料の配置や指導者側からの積極的なアイデア提供等。）
4 児童自らが学びを振り返り，次の学びへ向かうことができるように作品を写真に撮り，感じたことや考えたことを記録する。（タブレット端末の活用）
5 作品を見せ合う時間を設け，互いに感じたこと思ったことを伝え合い，言語活動の充実を図る。
6 目標（目指すの姿）に到達できるように，計画的に観点別の学習状況について評価する場面を精選する。また，児童も指導者も同じめあてをもって取り組めるように「活動のポイント」もめあてに加えて提示することにより，授業プランの見直しや指導の改善を行い，指導と評価の一体化を図る。
　

２　指導の実際　
（１）題材『　ふくろの中には，何が・・・』

　　　　　　〈 工作　A表現（１）イ（２）イ　B鑑賞（１）ア　共通事項（１）ア（１）イ 〉
1 目標　ア　いろいろな材料を見たり触れたり集めたりしながら，それぞれの形や色の感じが分　　　　　かるとともに材料や用具を適切に扱い，想像した世界を袋の中に表現できるように表　　　　　し方を工夫して表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識及び技能）
　　　　　　 イ　材料や袋の形を生かしながら，想像した世界をどのように表すかについて考えると　　　　　　　　  ともに，自分の表したい世界についての見方や感じ方を広げる。
（思考力，判断力，表現力等）
　　　　　　 ウ　いろいろな材料で袋の中の世界をつくることに関心をもち，進んで取り組もうとする。　　　　　　　                　　　　　　   （学びに向かう力，人間性等）
2 実践内容

　　　　第１次　紙芝居を聞いて袋の中の不思議な世界を想像し，必要な材料を考える。・・・１時間　　　　　第２次　自分の表したいイメージをかなえる袋の使い方や身近な材料の特徴や形や色の違いを　　　　　　　　生かしながら，表し方を工夫して表す。・・・・・・・・・・２時間（本時２，３／７）
　　　　第３次　製作中の作品について，上手くいったところやこれから作りたいものについて紹介し　　　　　　　　合い，アイデアを共有する。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間

　　　　第４次  つくりながら想像を広げたり，友達の作品から発想を広げたりして，自分の作品に生　　　　　　　　かしてつくる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間

　　　　第５次　自分の作品のおすすめポイントを紹介したり，友達の作品を鑑賞したりして，作品の　　　　　　　　よさや面白さに気付き伝え合う。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間

　

３　結果と考察
（１）「絵や立体，工作に表す活動を通して，表し方を工夫することができるようにするためにはどう　　　すればよいか。」（知識及び技能）については，授業の前に様々な材料を手に取って触ってみたり，　　　どんな使い方ができるかを話し合ったりする時間を設け，材料へのイメージを深めた。また，初め　　　て扱う材料については，例えば，スズランテープであれば簡単に裂くことができたり，お花紙はく　　　しゃくしゃに丸めることができ，力加減で柔らかいものやぎゅっと固めたものができたりするな　　　ど，加工法等を紹介することで，材料の生かし方や表現の工夫への意欲を喚起した。前半の活動で　　　は，材料を切ったり並べたりするだけであったが，後半は，使う材料が増え，子供たちの表現が充　　　実していった。指導者が適宜アイデアを投げかけることにより，その中から子供たちは自分が必要　　　なものを取り込み自分らしく表現しようとする姿が見られた。このことから，指導者の様々な提案　　　が児童の工夫の引き出しを増やすことにつながったと考えられる。
（２）「絵や立体，工作に表す活動を通して，表したいことを見つけることや，表し方について考える　　　ことができるようにするにはどうすればよいか。」（思考力，判断力，表現力等）については，導　　　入時で用いた紙芝居は，児童の興味を引き付け，全員がスムーズにアイデアスケッチに取り掛かる　　　ことができ，効果的であった。また，机や材料の配置も自然に周囲へ目が向き，情報収集している　　　様子が見られ，活動しやすい配置の工夫も重要であることが分かった。そして，タブレット端末を　　　使って，自分の作品の紹介や，友達の作品を振り返る時間は，一人のアイデアを全員で共有するこ　　　とができ，大変意義のある時間となった。製作が進まなかった児童も，友達の報告を聞いているう　　　ちに自分のアイデアがまとまり，次の製作が見違えるほど進んでいた。これは，この活動により子　　　供たちの思考が深まり，次時の活動の見通しをもつことにつながったと考えられる。また，タブレ　　　ット端末の活用により，伝える側は伝えたいことや見せたいことを意識しながら説明することがで　　　き，見る側も他の児童の作品について理解を深めることができた。

（３）「指導と評価の一体化」については，前半の活動を評価した結果，「振り返りの時間」を設けて　　　アイデアを共有することが必要だと感じ，１時間増やすことにした。この見直した１時間の活動は，　　　本題材で一番重要な役目を果たしたと言える。この１時間があったからこそ，児童一人一人の思考　　　の深まりがあり，作品に反映され，達成感を味わうことができた。計画的に観点別評価を配置する　　　ことで評価が明確になり，指導の改善や授業プランの見直しがしやすくなった。更に「活動のポイ　　　ント」示すことで，指導者と児童の意識が同じゴールを目指すことができ，指導者は的確な指示や　　　評価ができた。しかし，課題として，授業プランの見直しによる時数の増加がある。今後，カリキ　　　ュラムマネジメントにより効果的に運用できるようにしていく必要がある。　

４　おわりに
　　作品鑑賞会では，自分の作品をうれしそうに紹介し合う姿が印象的だった。製作中は，試行錯誤を繰り返し，自分自身と自問自答しながら，時に喜び，時に悩みながら，ようやく仕上げた作品は，何ものにも代え難い宝物になっていたように思えた。「ああでもない，こうでもない」と考え，その末に「いいこと考えた！こうしてみよう」とひらめき，表現していこうとする前向きな子供たちの姿を常に念頭に置き，今後も図画工作科の実践を続けていきたい。

